
本県の母子保健指標等について 

１ 人口動態 
 ○ 本県の令和６年の死産率は令和５年より高く，周産期死亡率，乳児死亡率は令和５

年より低くなっている。 
 ○ 本県の令和６年の死産率，乳児死亡率，低出生体重児出生割合は全国より高い。 

表１ 本県の周産期小児関連の母子保健指標（H26～R6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 
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資料１



（１）出生（出生数・率，合計特殊出生率, 年齢階級別出生割合） 

本県の令和６年の出生数は 8,939 人で，令和５年の 9,868 人より 929 人減少し，出
生率は 5.9 であった。 

      また，１人の女性が一生に生む子どもの数を表す合計特殊出生率は，令和６年は
1.38 であり，令和５年の 1.48 を下回った。全国の 1.15 より高く，都道府県別では
６位となっている。 

      令和６年の母の年齢階級別出生割合は，35 歳以上が 29.8%であり，全国の 30.3%よ
り低いが，年々増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S55 60 H2 7 12 17 22 27 29 30 R1 2 3 4 5 6

13.8 12.8 10.5 9.3 9.1 8.5 8.9 8.6 8.2 8.1 7.5 7.4 7.4 6.8 6.4 5.9

13.6 11.9 10.0 9.6 9.5 8.4 8.5 8.0 7.6 7.4 7 6.8 6.6 6.3 6 5.7

資料：本県「衛生統計年報」，厚生労働省「人口動態統計」

年　 次

鹿児島県

全    国

S55 60 H2 7 12 17 22 27 29 30 R1 2 3 4 5 6

1.95 1.93 1.73 1.62 1.58 1.49 1.62 1.70 1.69 1.70 1.63 1.61 1.65 1.54 1.48 1.38

1.75 1.76 1.54 1.42 1.36 1.26 1.39 1.45 1.43 1.42 1.36 1.33 1.30 1.26 1.2 1.15

資料：本県「衛生統計年報」，厚生労働省「人口動態統計」

年　　次

鹿児島県

全　　国
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表２ 保健所・市町村別合計特殊出生率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

年　次 S55 60 H2 7 12 17 22 27 29 30 R1 2 3 4 5 6

出生数 24,540 23,375 18,892 16,649 16,272 14,834 15,124 14,125 13,209 12,956 11,977 11,638 11,618 10,540 9,868 8,939

合計特殊

出生率 1.95 1.93 1.73 1.62 1.58 1.49 1.62 1.70 1.69 1.70 1.63 1.61 1.65 1.54 1.48 1.38

資料：本県「衛生統計年報」，厚生労働省「人口動態統計」

H20～24 H25～29 H30～R4 H20～24 H25～29 H30～R4

鹿児島県 1.62 1.68 1.62 志布志保健所 1.78 1.86 1.70

鹿児島市保健所 1.42 1.51 1.50 　曽於市 1.61 1.68 1.59

　鹿児島市 1.42 1.51 1.50 　志布志市 1.95 2.03 1.80

伊集院保健所 1.53 1.58 1.59 　大崎町 1.81 1.88 1.77

　日置市 1.54 1.61 1.66 鹿屋保健所 1.88 1.94 1.81

　いちき串木野市 1.55 1.56 1.48 　鹿屋市 1.93 2.01 1.85

　三島村 1.56 1.59 1.60 　垂水市 1.56 1.63 1.51

　十島村 1.49 1.72 1.57 　東串良町 1.86 1.80 1.80

加世田保健所 1.65 1.69 1.62 　錦江町 1.91 1.67 1.69

　枕崎市 1.59 1.63 1.57 　南大隅町 1.78 1.67 1.83

　南さつま市 1.69 1.73 1.62 　肝付町 1.65 1.78 1.74

　南九州市 1.68 1.71 1.68 西之表保健所 2.04 1.97 1.92

指宿保健所 1.64 1.65 1.59 　西之表市 1.94 1.87 1.71

　指宿市 1.64 1.65 1.59 　中種子町 2.00 1.95 1.99

川薩保健所 1.85 1.85 1.80 　南種子町 2.03 1.99 1.99

　薩摩川内市 1.86 1.89 1.84 屋久島保健所 2.03 1.99 1.71

　さつま町 1.78 1.64 1.59 　屋久島町 2.03 1.99 1.71

出水保健所 1.82 1.91 1.79 名瀬保健所 1.91 2.00 1.85

　阿久根市 1.60 1.71 1.61 　奄美市 1.83 1.88 1.75

　出水市 1.85 1.92 1.77 　大和村 1.78 1.83 1.85

　長島町 2.06 2.20 2.11 　宇検村 1.69 1.90 1.77

姶良保健所 1.67 1.70 1.67 　瀬戸内町 2.06 1.92 1.82

　霧島市 1.73 1.72 1.66 　龍郷町 1.83 2.13 1.82

　姶良市 1.55 1.65 1.67 　喜界町 2.00 2.16 1.89

　湧水町 1.79 1.81 1.91 徳之島保健所 2.43 2.54 2.19

大口保健所 1.90 1.87 1.82 　徳之島町 2.18 2.40 2.25

　伊佐市 1.90 1.87 1.82 　天城町 2.12 2.28 2.24

　伊仙町 2.81 2.46 1.98

　和泊町 2.00 2.15 1.87

　知名町 2.02 2.26 1.79

　与論町 2.10 1.99 1.62

資料：厚生労働省 

   「人口動態統計特殊報告」 
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（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料:本県「衛生統計年報」，厚生労働省「人口動態統計」 
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（２）死産（死産数・死産率） 

本県の総死産率は令和６年で 24.0，全国より依然高率で推移している。 

内訳となる自然死産率は 11.4 で全国の 9.8 より 1.6 ポイント高く，人工死産率も
12.7 と全国の 12.1 より 0.6 ポイント高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 
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（３）妊産婦死亡 

   妊産婦死亡率は全国的に減少傾向で低率で推移している。 
      本県においては，平成２年以降の妊産婦死亡数は０～２人で推移しており，令和６

年は２人であった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：本県「衛生統計年報」，厚生労働省「人口動態統計」 
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（４）周産期死亡 
   本県の周産期死亡率は減少傾向で推移しており，令和６年は 2.2(過去最低)と全国

の 3.3 よりも低く，第８次保健医療計画の目標値 2.5(Ｒ11 年度)を達成している。 
令和６年の周産期死亡数 20 人のうち，後期死産は 16 人で令和５年の 25 人より９

人減少している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（単位：人，出産千対，出生千対） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：本県「衛生統計年報」，厚生労働省「人口動態統計」 

 
表３ 令和６年妊娠満 22 週以後の死産の妊娠期間別死産数と割合 

（単位：人，％） 
 
 
 
 
 
 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 

 

 

週　数 22～27週 28～31週 32～36週 37～41週 42週～ 計

死産数 3 4 2 7 0 16

割　合 18.8 25.0 12.5 43.7 0.0 100.0
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（５）乳児死亡 
   乳児死亡数・率は変動しながら減少傾向で推移している。 
   本県の令和６年は 19 人(出生千対 2.1)で，第８次保健医療計画の目標値 1.8 以下

(Ｒ11 年度)を上回っており，全国の 1.8 より高かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年　　次 S55 60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6

乳児死亡数 233 150 81 56 53 46 34 37 32 35 32 24 24 19 26 22 19

乳児死亡率(県) 9.5 6.4 4.3 3.4 3.3 3.1 2.2 2.6 2.3 2.6 2.5 2.0 2.1 1.6 2.5 2.2 2.1

乳児死亡率(国) 7.5 5.5 4.6 4.3 3.2 2.8 2.3 1.9 2.0 1.9 1.9 1.9 1.8 1.7 1.8 1.8 1.8
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（６）新生児死亡 
   新生児死亡数・率についても減少傾向で推移している。 
   本県の令和６年は５人(出生千対 0.6)で，第８次保健医療計画の目標値 0.7 以下

(Ｒ11 年度)を達成し，全国の 0.9 より低かった。 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 
   

S55 60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6

144 90 45 24 18 17 15 15 9 14 9 13 7 8 7 7 5

5.9 3.9 2.4 1.4 1.1 1.1 1.0 1.1 0.7 1.1 0.7 1.1 0.6 0.7 0.7 0.7 0.6

4.9 3.4 2.6 2.2 1.8 1.4 1.1 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8 0.8 0.9

 年　　次

新生児死亡数

新生児死亡率(国)

新生児死亡率(県)
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（７）低出生体重児 
   本県の 2,500ｇ未満の低出生体重児出生割合は全国より高く推移しており，平成 22

年から出生数の１割以上となっている。令和６年は 10.7 と全国の 9.8 より 0.9 ポイ
ント高かった。 
低出生体重児を出生体重別にみると，2,000ｇ～2,499ｇの割合が最も高く 8.3，

1,500ｇ～1,999ｇの割合が 1.4，1,500ｇ未満の割合が 1.0 となっている。 
   母の年齢階級別に低出生体重児出生割合をみると，45 歳以上が 16.7％と最も高

く，次いで 40～44 歳以下の 12.0％，35～39 歳以下の 11.7％となっていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  資料：厚生労働省「人口動態統計」 
 ※平成６年までは低出生体重児とは 2,500ｇ以下，平成７年からは 2,500ｇ未満である。   

S55 60 H2 7 12 17 22 27 2 3 4 5 6

1,754 1,362 1,323 1,278 1,424 1,449 1,577 1,475 1,208 1,262 1,074 1,086 957

5.9 5.8 7.0 7.7 8.8 9.8 10.4 10.4 10.4 10.9 10.2 11.0 10.7

5.6 5.7 6.5 7.5 8.6 9.5 9.6 9.5 9.2 9.4 9.4 9.6 9.8

低出生体重児出生数
（県）

割合（県）

割合（国）

区分
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資料：厚生労働省「人口動態統計」 
 ※平成６年までは低出生体重児とは 2,500ｇ以下，平成７年からは 2,500ｇ未満である。 
 
 
表４ 令和６年母の年齢階級別低出生体重児出生割合（本県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「人口動態統計」   

S55 60 H2 7 12 17 22 27 2 3 4 5 6

0.5 0.4 0.6 0.6 0.8 1.0 1.0 0.9 1.0 1.0 0.8 1.0 1.0

0.9 0.8 1.0 1.0 1.1 1.5 1.3 1.4 1.3 1.4 1.5 1.7 1.4

4.5 4.6 5.3 6.0 6.9 7.2 8.2 8.2 8.1 8.5 8.0 8.3 8.3

5.9 5.8 7.0 7.7 8.8 9.8 10.4 10.4 10.4 10.9 10.2 11.0 10.7

　
年体重

～1,499g

 1,500～1,999g

 2,000～2,499g

 2,499g以下計
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（８）小児死亡 
   本県の 14 歳以下の小児の死亡数・率は令和６年で 49 人(小児人口 10 万人対 25.7)

と第８次保健医療計画の目標値 19.2 以下(Ｒ11 年度)を上回っており，全国の 19.5
より高くなっている。 

   ０～４歳の死亡数 33 人のうち 19 人(約６割)は乳児死亡となっており，死因別死亡
状況では「先天奇形，変形及び染色体異常」，「傷病及び死亡の外因」が上位となって
いる。 

表５ 小児の死亡数・死亡率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 

 

表６ 小児の死因別死亡数・死亡割合（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：厚生労働省「人口動態統計」 
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（９）妊娠届出数（妊娠週数別の届出率） 

   こども家庭庁が推奨する「妊娠満 11 週以内」の妊娠届出割合は高くなってきてお
り，本県の令和６年度は 93.3％となっているが，全国の 94.5％より低い。満 28 週以
降の届出件数は減少傾向だが，分娩後の届出数が 13 人みられている。 

   妊婦健診の平均受診回数は令和６年度には 12.1 回となっており，令和５年度より
少なくなっている。 

   国は，低所得の妊婦の経済的負担の軽減を図るために，令和５年度から初回の産科
受診料について１万円を上限に補助している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：県子育て支援課「鹿児島県の母子保健」，厚生労働省「令和５年度地域保健・健康増進事業報告の概況」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：県子育て支援課「鹿児島県の母子保健」，厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告の概況」 

 

表７ 市町村が実施した妊婦健診の平均受診回数 

単位：回/人 

 

 

資料：県子育て支援課「鹿児島県の母子保健」 

 
 
 

H17 22 27 R2 3 4 5 6
県 61.8 84.4 89.1 92.6 92.5 92.2 92.6 93.3

国 68.6 89.2 92.2 94.6 94.8 94.4 94.5 －

％ 
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２ 周産期医療資源 
（１）周産期母子医療センターにおける実績等 

表８ 周産期母子医療センターの状況（R6.4.1～R7.3.31） 
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   総合・地域周産期母子医療センターの令和７年４月１日における NICU・GCU の入院
児は，半年から１年未満が１人，１年以上が１人の計２人で，令和６年と比べると５
人の減少となっている。 

   入院期間が半年以上の児の退院後の状況をみると，在宅への移行が０人，病院内
(転棟)が２人，転院が４人となっている。 

 
表９ 長期入院児の状況（各年４月１日現在：周産期母子医療センター内の NICU･GCU 内） 

（単位：人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：県子育て支援課「状況調査結果」 

表 10 長期入院児の退院後の状況（年度実績）                 （単位：人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：県子育て支援課「状況調査結果」 
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（２）分娩取扱医療機関等 

   県内で産科・産婦人科を標榜している医療機関は年々減少しており，令和７年にお
いて 64 施設(平成 29 年は 68 施設)となっている。このうち，分娩を取り扱っている
病院・診療所(以下，「分娩取扱医療機関」という。)は 36 施設(約 57％)となってい
る。また，分娩を取り扱っている助産所が４施設ある。 

表 11 周産期医療関連施設（各年４月１日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：県子育て支援課「状況調査結果」 

 
   県では，小児科・産科医療圏として，「薩摩」，「北薩」，「姶良・伊佐」，「大隅」，

「熊毛」，「奄美」の６つの医療圏を設定しており，分娩取扱医療機関数を医療圏ごと
にみると，薩摩 18 施設(鹿児島 16，南薩２)，北薩４施設，姶良・伊佐５施設，大隅
４施設，熊毛２施設，奄美３施設となっている。 

   県の出生数 8,939 人(Ｒ６)から，出生千人当たりの分娩取扱医療機関数を算出する
と，県全体で 4.0(施設)となっており，令和５年より 0.6 ポイント高くなっている。 

   また，医療圏毎にみると，大隅の 3.3 から熊毛の 10.9 まで各医療圏で格差がみら
れる。 

 
表 12 分娩取扱医療機関数（各年４月１日現在） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：県子育て支援課「状況調査結果」 
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（３）分娩取扱医療機関（36 施設）における医師数等 

   令和７年４月現在の産科医師数は，138.8 人(非常勤は常勤換算後)となっており，
平成 29 年と比べると 17.8 人の増となっている。 

   令和７年４月現在の助産師数は，378 人(常勤)となっており，平成 29 年と比べて
16 人の増となっている。 

   出生千人当たりの産科医数は，大隅の 7.2 から熊毛の 22.4 と地域格差がみられ
る。また，産科医１人当たりの年間分娩件数についても，大隅では 115.2 件と最も多
くなっている。 

   出生千人当たりの助産師数は，熊毛の 21.9 人から薩摩の 55.1 人と地域格差がみら
れる。 

表 13 分娩取扱医療機関の産科医師数（各年４月１日現在）         （単位：人，件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：県子育て支援課「状況調査結果」 

表 14 分娩取扱医療機関の助産師数（各年４月１日現在）           （単位：人，件） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：県子育て支援課「状況調査結果」 
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３ 小児医療資源 
（１）小児科を標榜している医療機関 

   県内で小児科を標榜している医療機関は年々減少しており，令和４年において 239
施設(平成 22 年は 334 施設)となっている。 

   小児人口１万人当たりの医療機関数は 12.0 であり，全国の 14.7 を下回っている。
また，圏域別では，奄美が 24.3 と最も多く，熊毛が 8.4 と最も少なくなっている。 

   主たる診療科が小児科である医師数は，平成 28 年度から微増傾向にあり，小児人
口１万人当たりでは令和４年において 10.4 人である。圏域別では，薩摩が 14.3 人，
奄美が 5.0 人と地域差がみられる。 

 
表 15 小児科を標榜している医療機関数の推移 
 
 
 
 
 
 

資料：衛生統計年報（医療施設調査） 
表 16 小児科を標榜している医療機関数（圏域別） 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：医療施設調査，推計人口 
表 17 主たる診療科が小児科である小児科医数（圏域別） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：医師・歯科医師・薬剤師統計，推計人口 
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（２）小児に対応している訪問看護ステーション 

   県内で小児の訪問看護に対応する訪問看護ステーション数は増加傾向で推移してお
り，令和７年９月調査においては，85 施設となっている。このうち，令和６年度に
おいて小児の訪問実績がある訪問看護ステーション数は 57 施設となっている。 

 
表 18 小児の訪問看護に対応可能な訪問看護ステーション数の推移 
 
 
 
 
 

資料：県子育て支援課調べ 

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

62 73 73 84 86 88 91 87 85 85

小児の訪問実績あり 43 46 50 54 59 66 67 61 54 57

小児に対応可能なステーション数
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